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令和４年度の事業概要及び運営状況 

Ⅰ 事業概要 

令和４年度は、盛岡国際交流協会設立30周年の記念の年にあたることから、記念事業

として式典及び交流会を実施したほか、30周年記念誌を発行し、本協会の活動をより多

くの市民へ周知する機会とした。 

また、アフターコロナを見据えた多文化共生に係る事業を展開するとともに、関係団

体と協力し、外国人市民が生き生きと安心して暮らすことができる環境づくりに努めた。 

 

 

１ 国際交流に関する啓発普及並びに国際理解推進事業 

国際交流に関する情報等を広く市民に提供するためホームページやSNSを用いたイ

ベント情報等の配信、機関紙「国際交流もりおか」及び３カ国語での「リビングガイ

ドもりおか」の発信やイベントの開催により、国際理解等に関する意識啓発や協会事

業の紹介及び外国籍市民に対する生活情報等の提供を行った。 

 

(1) 情報の収集及び提供 

ア 協会ホームページによる情報提供 

当協会のホームページを活用し、従来のイベント情報や他団体の取組の周知を行

うとともに、外国人市民に向けた、やさしい日本語を活用した新型コロナウイルス 

感染症関連の情報発信に努めるなど、行政と連携した取り組みを実施した。 

そのほか、ホームページには協会の設立目的や概要、活動内容、事業報告、賛助 

会員の募集、財務諸表の公表等を行い、広く当協会を PR している。 

 フェイスブック、インスタグラムによる発信にも取り組み、上記の内容に加え、 

定期的に盛岡の魅力や見どころをやさしい日本語、英語、中国語の３か国語で発信 

するため、令和３年度に作成した「もりおかカルタ」を再掲載するなど、定期的な

情報の発信により、内容の充実を図った。 

 

イ ３カ国語「リビングガイドもりおか」のホームページ上での掲載 

  盛岡市が発行する広報誌「広報もりおか」の中から最も重要と思われる情報 

を選択し、月に１度、やさしい日本語、英語、中国語の３か国語で発信した。 

① 発行回数 11回（11月を除く月１回） 

② 対応言語 やさしい日本語、英語、中国語 
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(2) 機関紙「国際交流もりおか」の発行  

①発行回数  ２回（令和４年10月、令和５年３月に発行） 

②発行部数  各500部 

③主な掲載内容 

【№97 令和４年10月発行】 

・花蓮市訪問団が盛岡にやって来ました！ 

・イベントレポート（中学生による国際交流スピーチコンテスト等、上半期に開

催したイベントの紹介） 

・ワールドレシピ：ベトナム料理バインミーを作ってみよう（グエンさん：盛岡

市在住） 

【№98 令和５年３月発行】  

・盛岡国際交流協会設立30周年 

・イベントレポート（ビクトリア市オンライン表敬等、下半期に開催したイベン

トの紹介） 

・JICAボランティア活動レポート（佐藤麻美さん：盛岡市出身） 

・通訳ボランティアさんに聞きました～IFSCクライミングワールドカップB&Lコ

ンバインドいわて盛岡2022～ 

・20歳を迎えたビクトリア市研修団員からのメッセージ（中村佳矢さん） 

 

(3) 未就学児・小学生を対象とした国際交流事業の実施 

市内の小学校や学童クラブ、幼稚園・保育園を訪問し、外国語での簡単なあいさ

つの仕方や、講師の出身国の紹介、体を動かすゲーム等を通じて、子どもたちが外

国の生活文化等へ興味を持つきっかけ作りをした。 

「キッズ・レッツ・プレイ」 

   【第１回】 

① 日 時 令和４年６月15日（水）午前10時25分から午前11時10分まで 

② 場 所 杜陵小学校 

③ 講 師 程 海薇さん（中国出身） 

④ 参加者 児童34名 

   【第２回】 

① 日 時 令和４年７月19日（火）午前９時25分から午前11時15分まで 

② 場 所 玉山小学校 

③ 講 師 程 海薇さん（中国出身） 

④ 参加者 児童17名 

【第３回】 

① 日 時 令和４年７月29日（火）午前11時から午後０時まで 

② 場 所 NPO法人いなほ おべんとうばこ 

③ 講 師 プレブ・バットジャルガルさん（モンゴル出身） 
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④ 参加者 児童30名 

【第４回】 

① 日 時 令和４年９月２日（金）午前10時10分から午前11時10分まで 

② 場 所 くろいしの保育園 

③ 講 師 メイ ミャット ノー カインさん（ミャンマー出身） 

④ 参加者 園児15名 

【第５回】 

① 日 時 令和４年12月20日（火）午前10時15分から午前11時30分まで 

② 場 所 きたくり保育園 

③ 講 師 グエン ティ トゥエット バンさん（ベトナム出身） 

④ 参加者 園児25名 

【第６回】 

① 日 時 令和５年１月10日（火）午後２時から午後３時まで 

② 場 所 みたけ学童保育クラブ 

③ 講 師 プレブ・バットジャルガルさん、ツェツェさん（モンゴル出身） 

④ 参加者 児童19名 

 

(4) 中学生による国際交流スピーチコンテストの実施 

次代を担う中学生の国際交流に対する関心を更に高めることを目的とし、指定し

たテーマについての作文を募集し、スピーチコンテストを実施した。参加した生徒

のうち、６名が中学生ビクトリア市研修にも参加した。 

   【事前審査（作文）】 

① 募集期間    第１次募集：令和４年６月13日（月）～７月１日（金） 

         ※応募者が少なかったため、令和４年７月27日（水）まで締 

          切を延長し募集した。 

② 募集したテーマ 伝えたい私の好きな風景 in Morioka 

③ 応募者     10人 

   【スピーチコンテスト】 

① 審査日時  令和４年８月27日（土）午前９時30分から午後０時45分まで 

② 審査会場  盛岡市中央公民館講堂 

③ 参 加 者  10人 

④ 結  果  最優秀賞１人・優秀賞４人・入賞５人を決定し表彰 

 

(5) 語学・文化講座の開催   

令和４年度は休止した。 

 

 

 



5 

 

  (6) 多文化共生事業の実施 

    盛岡市が実施する多言語化の取組に協力することで、多文化共生の推進を図った。 

・ニューヨークタイムズ紙の2023年に行くべき都市の一つに選ばれたことに伴い、

市がSNS等で発信している情報の多言語化（英語、中国語） 

・盛岡市動物公園 ZOOMO リニューアルに伴う表記の多言語化（英語、中国語） 

   ・盛岡市所蔵作品展における作品紹介等の多言語化（英語、中国語） 

 

２ 国際交流関係団体及びボランティアの育成・資質の向上 

国際交流活動の推進を図るため、英語通訳講座の開催や、協会事業においてボラン

ティアを活用し活動の機会を提供するなど、ボランティアの資質向上に努め、国際交

流活動の推進を図った。 

 

(1) 国際交流事業補助金 

民間団体等の国際交流活動の一層の促進を図るため、補助金交付要綱に基づき、

次の団体が実施した事業に対し補助金を交付した。 

交付先 事業名 交付額 

NPO法人 岩手県国際

教育支援協会 
多文化共生のための中国語教室 100,000円 

子育て支援プロジェ

クト カタリBar 
さんさ踊りで国際交流 6,000円 

岩手大学中国留学生

学友会 
多文化交流のための中華文化祭 95,000円 

特定非営利活動法人 

ASIA Environmental 

Alliance 

岩手大学・ガネーシャ教育大学生の国際交

流事業－インドネシア・バリ島での植林活

動とガネーシャ教育大学での環境セミナー

開催・盛岡市の地理・文化紹介 

99,000円 

 

(2) ボランティアの育成・資質向上事業の実施 

通訳や翻訳、国際交流活動に関心のある市民を協会のボランティアとして登録し、

協会が実施する事業や民間団体等が行う国際交流活動に協力していただくことで、

活動の機会を創出した。 

 

ア 英語通訳講座の開催 

令和４年度は休止した。 
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イ ボランティア研修会の開催 

     ボランティアの育成と資質向上を図るため、災害時対応とやさしい日本語をテ

ーマに研修会を開催した。 

【外国人向け避難所訓練】 

    ① 日 時 令和４年11月２日（水）午後１時10分～午後３時45分 

② 場 所 上田公民館 

③ 参加者 ６名 

④ 備 考 上田公民館、日本放送協会盛岡放送局、岩手大学の合同で開催した

「外国人向け避難所訓練」において、当協会は通訳ボランティアを派

遣するとともに、災害ボランティア研修を同時開催し、災害時におけ

る外国人市民の避難所受け入れの際の支援方法や問題点を確認した。 

 

【ボランティア登録者数】 

 
通訳 

ホーム 

ステイ 

ホーム 

ビジット 

国際交流推進 

ボランティア 

外国人 

ボランティア 

平成27年度 97人 25家庭 29家庭 27人 38人 

平成28年度 13人 １家庭 １家庭 ９人 39人 

平成29年度 29人 ３家庭 ４家庭 12人 37人 

平成30年度 34人 ８家庭 ８家庭 14人 38人 

令和元年度 45人 ８家庭 ８家庭 24人 43人 

令和２年度 44人 ８家庭 ８家庭 29人 58人 

 

 通訳 

翻訳 

文化紹介 外国語講座 ホームステイ 

ホームビジット 

災害 うち外国人 

令和３年度 25人 22人 16人 12家庭 20人 13人 

令和４年度 36人 33人 30人 15家庭 31人 28人 

 

【ボランティア活動内容】 

活動内容 依頼者 活動日 
派遣人数

等 
種別 

機関紙 寄稿 

 

 

 

盛岡国際交

流協会 

① 機関誌No.97  

② 機関誌No.98 

①１人 

②１人 

文化紹介ボラン

ティア 

キッズ・レッ

ツ・プレイ講師 

 

盛岡国際交

流協会 

令和４年６月15日 

７月19日 

７月29日 

各回１

人 

文化紹介ボラン

ティア 
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９月２日 

12月20日 

令和５年１月10日 

異文化理解講 

座講師 

盛岡国際交

流協会 

令和５年３月27日 

28日 

２人 文化紹介ボラン

ティア 

国際理解講座 

講師 

盛岡国際交

流協会 

令和４年６月24日 

８月23日 

９月30日 

10月７日 

各回１

人 

文化紹介ボラン

ティア 

 

 

３ 交流事業の計画の策定及び実施事業 

異文化理解講座や日本文化体験講座等のイベントの開催により、外国籍市民と市民

との交流の場を設け、国際相互理解と国際友好親善の推進を図った。 

 

(1) 国際交流関係団体との共催・後援事業の実施 

ア ワン・ワールド・フェスタ in いわてへの出展 

例年パネル展示を実施している岩手県国際交流協会主催の、ワン・ワールド・   

フェスタ in いわてについて、令和４年度はパネル展示の募集がなかった。 

 

イ 盛岡市が実施する国際交流関係事業への協力 

   盛岡市がニューヨークタイムズの「2023 年に行くべき 52 ケ所」の２番目に選

ばれたことについて、協会公式 SNS において英語及び中国語で情報発信したほ

か、市公式 HP や SNS 等の多言語化による情報発信の協力を行った。 

また、併せて、姉妹都市であるカナダビクトリア市や友好都市の台湾花蓮市

の各市民等への周知 PR に協力した。 

 

(2) 異文化理解講座の開催 

外国人旅行者が快適に鉄道を利用するヒントを学ぶことを目的に、ＪＲ東日本盛

岡支社と協同で講座を開催し、駅や新幹線などで想定される外国人へのおもてなし

をロールプレイで体験し、コミュニケーションのポイントや伝わる英語のコツなど

を紹介した。 

    ① 日 時 令和５年３月 27 日（月）午前 11 時～午後０時 

          令和５年３月 28 日（火）午前 11 時～午後０時 

    ② 場 所 東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社 
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    ③ 講 師 プレブ・バットジャルガルさん（モンゴル出身） 

          ムンフザヤ・ツェツェオユンさん（モンゴル出身） 

    ③ 参加者 延べ16名 

 

(3) 国際理解講座の開催 

国際交流に関心のある団体に対して、外国の現状について学び国際理解を深める 

講座を実施した。 

   【第１回：盛岡ゆうゆう大学仙北校「ミャンマーの紹介」】 

① 日 時 令和４年６月24日（金）午後１時40分から午後２時40分まで 

② 場 所 仙北地区活動センター 

③ 講 師 メイ ミャット ノウ カインさん 

④ 参加者 13名 

   【第２回：盛岡ゆうゆう大学乙部校「インドの紹介」】 

① 日 時 令和４年８月23日（火）午後１時30分から午後３時30分まで 

② 場 所 乙部老人福祉センター 

③ 講 師 ピララ・ヴィタル クマル ヤダウさん 

④ 参加者 16名 

【第３回：盛岡ゆうゆう大学上田校「マレーシアについて学ぼう」】 

① 日 時 令和４年９月30日（金）午後１時30分から午後２時30分まで 

② 場 所 上田老人福祉センター 

③ 講 師 ムハマド シャミ ビン ナシルさん 

④ 参加者 11名 

【第４回：盛岡ゆうゆう大学大慈寺校「ベトナムの紹介」】 

① 日 時 令和４年10月７日（金）午後２時から午後３時まで 

② 場 所 大慈寺児童センター 

③ 講 師 グエン ティ トゥエット バンさん 

④ 参加者 12名 

 

(4) 生活支援講座・日本文化体験講座の実施 

ア 生活オリエンテーション 

【第１回】 

① 日 時 令和４年６月23日（木）午前11時40分から午後０時30分まで、 

                 午後１時30分から午後２時20分まで 

② 場 所 盛岡情報ビジネス専門学校日本語学科 

③ 内 容 ゴミの分別について、自転車のルールについて 

④ 参加者 78名 
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【第２回】 

① 日 時 令和４年12月19日（月）午前11時40分から午後０時30分まで、 

                 午後１時30分から午後２時20分まで 

② 場 所 盛岡情報ビジネス専門学校日本語学科 

③ 内 容 ゴミの分別について 

④ 参加者 約70名 

 

イ 日本文化体験講座 

日本の文化を外国人市民が体験するとともに、外国人市民と市民が同じ体験をす

ることで、交流を深めた。 

「Let’s try Karate 空手体験講座」 

① 日 時 令和４年12月11日（日）午前10時から午前11時30分まで 

② 会 場 中央公民館 音楽室 

③ 参加者 14名（うち外国人市民11名） 

④ 講 師 山口 有稀音氏（クオレリズミックカラテ講師） 

 

(5) 外国人市民との交流事業の実施 

   ア 世界の屋台村 

     新型コロナ感染症の感染拡大を受けて中止となった。 

 

   イ 外国人市民との交流イベント 

協会設立 30 周年記念事業として実施した。 

 

(6) 協会設立周年記念事業の実施 

   ア 記念式典 

    「（公財）盛岡国際交流協会設立 30 周年記念式典」 

① 日 時 令和４年 11 月 14 日（月）午後２時から午後４時 30 分まで 

② 場 所 プラザおでって３階 おでってホール 

③ 参加者 約 70 名 

④ 内 容 あいさつ（鎌田英樹理事長） 

祝辞（谷藤裕明市長、堀江淳岩手県国際交流協会理事長、マリアン

ヌ・アルトビクトリア市長、魏嘉賢花蓮市長） 

          功労者表彰（被表彰者：三浦宏氏、畑中美耶子氏、竹田孝男氏） 

          記念講演「新渡戸稲造にみる国際交流」 

               講師 藤井 茂 氏（一般財団法人新渡戸基金） 
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   イ 記念交流会 

     「（公財）盛岡国際交流協会設立 30 周年記念交流会 

外国籍市民と一緒に学んで・聞いて・遊ぼう！」 

① 日 時 令和５年１月21日（土）午前10時15分から午後１時15分まで 

② 会 場 盛岡という星でBASE STATION 

③ 参加者 46名（うち外国人市民22名） 

④ 内 容  

第１部 

「盛岡で暮らしたい」 

企画調整課都市戦略室の職員が、盛岡の魅力や移住・定住に関す

る情報を紹介 

第２部 

「ウスビ・サコ氏オンライン講演会『真の多様性社会を目指して』」 

京都精華大学前学長の講師による講演 

※スポーツ推進課スポーツツーリズム推進室が、令和４年度マリ

共和国関連イベントを兼ねて開催 

第３部 

「世界の遊び」 

 様々な国から盛岡にやってきた外国人市民が講師となり、各国の

遊びやゲームを通じた交流を実施 

 

ウ 記念誌 

    ① 発行部数 500 部 

    ② 形  状 Ａ３サイズ二ツ折り、本文 20 頁 

    ③ 掲載内容 理事長挨拶、祝辞、メッセージ、30 周年記念式典・記念交流会、

2012 年度からの歩み、ビクトリア市・花蓮市の紹介、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会～ホストタウン事業～、

各事業活動、協会の概要と設立の経緯、1992 年度から 2011 年度

までの歩み、役員名簿・組織図、外国人登録者数等 

④ 翻  訳 英語及び中国語（簡体字）に翻訳した PDF ファイルを作成 

 

４ 姉妹都市等交流の推進事業 

(1) 中学生海外研修の開催 

    姉妹都市交流を行っているカナダのビクトリア市に、市内の中学生を中心とする

第 29 回中学生ビクトリア市研修団を派遣する予定だったが、新型コロナウイルス

感染症の影響による渡航禁止等により、市内宿泊施設において１泊２日の英語合宿

及び Zoom を用いたオンライン表敬に変更した。 

①事前研修 
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名  称 開催日時 場  所 

第１回説明会 

（英語合宿説明会、協会や研修

について） 

令和４年９月17日（土） 

10：00～10：50 

中央公民館 

講堂 第１回事前研修会 

（チーム編成、英語スピーチ作

成、カナダ出身者との交流） 

令和４年９月17日（土） 

11：00～15：50 

第２回事前研修会 

（ビクトリア市生徒とのオンラ

イン交流、スピーチ練習） 

令和４年９月23日（金・祝） 

９：00～15：50 
市役所別館 

403会議室 

②英語合宿   

ア 日 時 令和４年 10 月９日（日）～10 月 10 日（月・祝） 

イ 場 所 ユートランド姫神 

 ウ 内 容 元北海道インターナショナルスクール校長のバリー・ラッツリフ氏

を講師として招き、オールイングリッシュの授業を行った。 

日 時 内容 

10月９日（日） 英語授業体験、英語を使って行うゲーム等  
10月10日（月・祝） １分スピーチリハーサル、オンライン交流の予習等  

③ビクトリア市オンライン表敬 

ア 日 時 令和４年 11 月５日（土）午前９時 00 分～午前 10 時 30 分 

イ 場 所 盛岡市中央公民館 大会議室 

 ウ 内 容 研修生による英語スピーチ発表、ビクトリア新市長マリアンヌ・ア

ルト氏（令和４年11月３日市長就任）及びビクトリア盛岡友好協会

会長等との英語での交流、ビクトリア市紹介ビデオ上映 

 エ 参加者 市内中学校生徒６名 

氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年 

藤村 一士 厨川中学校 ３ 宮本 結美 城西中学校 ２ 

安部 花音 下小路中学校 ２ 根内 俐和 土淵中学校 ３ 

森  雪乃 仙北中学校 ３ 小金澤真優 土淵中学校 ３ 

 

(2) 海外文化・スポーツ団体等受入れの実施 

該当なし。 

 

(3) 姉妹都市・友好都市提携周年記念事業の実施 

 該当なし。 
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Ⅱ 運営状況 

１ 賛助会員の加入状況 

年度 個人会員 団体会員 

平成25年度 153口 20口 

平成26年度 126口 20口 

平成27年度 151口 19口 

平成28年度 189口 19口 

平成29年度 128口 19口 

平成30年度 146口 20口 

令和元年度 154口 17口 

令和２年度 141口 20口 

令和３年度 123口 18口 

令和４年度 103口 18口 

 

２ 理事会開催状況  

名称 開催日 場所 内容 

第１回 令和４年 

４月１日 

（書面決議） 議案第１号 常務理事の選任について 

第２回 

 

令和４年 

５月26日 

プラザおでっ

て３階 

特別会議室 

議案第１号 令和３年度事業報告及び収支決算に 

ついて 

議案第２号 公益財団法人盛岡国際交流協会におけ

る基本財産の維持管理及び運営方法について 

議案第３号 令和４年度公益財団法人盛岡国際交流

協会第１回評議員会の招集について 

第３回 令和４年 

６月23日 

（書面決議） 議案第１号 公益財団法人盛岡国際交流協会の理

事長及び常務理事の選定について 

議案第２号 評議員選定委員会における評議員選

定委員の承認及び外部委員の選任について 

議案第３号 公益財団法人盛岡国際交流協会にお

ける基本財産の維持管理及び運用方法について 

第４回 令和４年 

11月１日 

（書面決議） 議案第１号 理事の選任について 
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第５回 令和５年 

２月２日 

プラザおでっ

て３階 

特別会議室 

議案第１号 令和４年度公益財団法人盛岡国際 

交流協会収支補正予算について 

議案第２号 公益財団法人盛岡国際交流協会中期

計画（2023～2027）の策定について 

議案第３号 令和５年度公益財団法人盛岡国際 

交流協会事業計画について 

議案第４号 令和５年度公益財団法人盛岡国際 

交流協会収支予算について 

議案第５号 令和４年度公益財団法人盛岡国際 

交流協会第２回臨時評議員会の招集について 

 

３ 評議員会開催状況 

名称 開催日 場所 内容 

第１回 令和４年 

６月23日 

盛岡市役所 

別館４階 

401会議室 

議案第１号 令和３年度事業報告及び収支決算

について 

議案第２号 理事及び監事の選任について 

臨 時 令和４年 

11月30日 

（書面決議） 議案第１号 理事の選任について 

第２回 

臨 時 

令和５年 

３月28日 

盛岡市役所 

別館４階 

403会議室 

報告第１号 令和４年度公益財団法人盛岡国  

際交流協会収支補正予算について 

報告第２号 公益財団法人盛岡国際交流協会中

期計画の策定について 

報告第３号 令和５年度公益財団法人盛岡国 

際交流協会事業計画について 

報告第４号 令和５年度公益財団法人盛岡国際

交流協会収支予算について 

議案第１号 理事の選任について 

 

４ 評議員選定委員会開催状況 

名称 開催日 場所 内容 

― 令和４年 

６月23日 

盛岡市役所別

館４階 

402会議室 

議案第１号 評議員の選任について 
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Ⅲ 事業報告の附属明細書 

定款第 10 条第１項(2)に規定する事業報告の附属明細書について、事業報告の内容を補足

する重要な事項がないため作成しない。 


